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今 月 の トォフ

月

活力あふれ
ひとが輝く
安らぎのまち

手づくりのこいのぼりをバックに楽し
そうに踊る子どもたち。４月 21 日、
波多津東幼稚園で『こいのぼり掲揚式』
がありました。この日はあいにくの雨
もようで、室内での掲揚となりました
が、悪天候にも負けず、参加者に元気
な歌や踊りを披露していました【17
ページに関連記事を掲載しています】。



●

問
合
先
　
消
防
調
整
課
消
防
団
係
（
☎
㉓
２
１
１
６
）

私
た
ち
の
地
域
を
守
る
消
防
団

　
皆
さ
ん
は
、
消
防
団
の
こ
と
を
ど
れ
く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
消
防
団
は
、
消
防
署
の
職
員
と
は
違
い
、
会
社
勤
め
や
自
営
業
な

ど
本
業
を
持
ち
な
が
ら
、『
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
』

と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い

る
人
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。

　
消
防
団
は
、
火
災
だ
け
で
な
く
、
台
風
や
集
中
豪
雨
と
い
っ
た
自

然
災
害
の
と
き
に
も
出
動
す
る
な
ど
、
地
域
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
防
災
の
一
翼
を
担
う
消
防

団
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
、
地
域
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、
日
ご
ろ
ど
の
よ

う
な
活
動
や
訓
練
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
団

員
の
思
い
な
ど
を
通
じ
て
、
消
防
団
の
活
動
や
必
要
性
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。

消防団の概要
■団員数
　995 人（4 月 1 日現在）

■分団数
　1 本部 11 分団

■主な活動　
　火災の鎮圧、風水害の軽減

　警戒警備、行方不明者捜索

■その他の活動
夏季訓練・夏季点検（8 月）、

広報活動、家庭の火の元点検、

年末警戒、消防出初式、春・

秋の火災予防運動、火災防御

訓練など

平成 27 年に行われた佐賀県総合訓練（月の輪工法）の様子

特 集
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平成 27 年４月、市消防団から、佐賀県で初めてラッパ

隊に女性が入隊しました。

今までは、ラッパのみで吹奏をしていましたが、これを

機に新しい試みとして太鼓やシンバルなどの打楽器を導

入しました。式典では、ラッパのみでの吹奏に比べ、華

やかさとリズム感が出ました。夏季点検や消防出初式で

の分列行進では、市消防団の一糸乱れぬ行進を披露し、

皆さんに拍手喝さいを受けました。

今後は、市消防団ラッパ隊をより多くの皆さんに知って

もらうため、消防団行事だけでなく、市内の催しに参加

し、吹奏します。さらなる活躍をご期待ください。

消
防
団
は
ど
ん
な
活
動
や
訓
練
を

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

　
消
防
団
は
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、

年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
訓
練
を
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

【写真③】12 月 年末警戒

【写真①】１月 消防団消防出初式

【写真②】８月 夏季点検

【写真④】通年 可搬ポンプ取扱訓練

新生ラッパ隊の活躍と
今後の目標

　
１
年
の
始
ま
り
は
、年
明
け
早
々

に
行
わ
れ
る
『
消
防
出
初
式
』（【
写

真
①
】）。
消
防
団
員
が
一
堂
に
会

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
・

防
災
意
識
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

特 集 私たちの地域を守る消防団

　
５
月
、
新
消
防
団
員
の
入
団
式

が
厳
か
に
行
わ
れ
、
市
民
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
。

　
８
月
、
夏
季
点
検
が
行
わ
れ
、

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し

ま
す
（【
写
真
②
】）。

　
12
月
、
火
を
使
う
機
会
が
増
え

る
年
末
に
は
、
安
心
し
て
年
を
越

せ
る
よ
う
、
夜
間
の
警
戒
活
動
を

行
い
ま
す
（【
写
真
③
】）。

　
こ
の
ほ
か
、
消
防
ポ
ン
プ
を
正

し
く
素
早
く
取
り
扱
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
可
搬
ポ
ン
プ
取
扱
訓
練

（【
写
真
④
】）を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

団
員
の
経
験
年
数
に
あ
わ
せ
た
訓

練
の
ほ
か
、
危
険
予
知
訓
練
、
各

種
合
同
訓
練
、
佐
賀
県
消
防
学
校

（
佐
賀
市
）
に
入
校
し
て
の
訓
練
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
訓
練
を
通
じ
て
、
規
律
正
し
い

行
動
を
身
に
つ
け
、
消
防
団
と
し

て
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を

し
っ
か
り
と
刻
み
込
み
ま
す
。
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伊
万
里
市
消
防
団 

各
分
団
の

ホ
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す

　
市
消
防
団
は
、
大
切
な
人
や
大
好
き
な
ま
ち
を
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る

た
め
日
夜
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
現
在
市
内
に
は
11
の
分
団
が
あ
り
、
９
９
５
人

の
団
員
が
災
害
現
場
に
出
動
し
た
り
、
災
害
の
警
戒
に
当
た
っ
た
り
し
て
地
域

の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、そ
の
団
員
の
中
か
ら
、

各
分
団
の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

↑新入団員を代表して中島涼輔さん（大川分団）が、「誠実、公正に職務を遂行
します」と宣誓（平成 27 年度市消防団入団式）

第
１
部
（
団
員
）

中
島
　
悠
貴

（
上
古
賀
）

入団して 4 年になりました。こ
れまでポンプ操法や小隊訓練に
参加して、チームワークの大切
さを学ぶとともに、日々の消防
活動の重要性を実感しました。
今後も地域の先輩方と協力し、
地域に貢献できるよう頑張りた
いと思います。

大坪分団

第
２
部
（
団
員
）

池
田
　
宏こ
う

司じ
（
木
須
西
）

消防団に入り、訓練や点検など
ふだんの生活では体験できない
ことに多く参加しています。ま
た、行事に真剣に取り組む先輩
方の姿を見て『ふだんの自分』、

『父親としての自分』に良い刺激
となっています。これからも頑
張っていきたいと思います。

団本部

女
性
部
（
団
員
）

梅
﨑
　
亜
矢
子

（
駒
　
鳴
）

入団してすぐに応急手当指導員
として応急救護の大切さを学び
ました。昨年は全国女性消防団
員活性化大会に参加し、全国の
女性消防団員との交流などさま
ざまな経験を積めました。これ
からもこの経験を生かし、地域
貢献ができればと思います。

伊万里分団

第
３
部
（
団
員
）

畑
石
　
修
嗣（

福
野
）

先輩方に誘われ少しでも地域の
ためになるならと昨年入団しま
した。入団したてで分からない
ことばかりですが、諸先輩方に
学び防災に一生懸命努めていき
ますのでどうぞよろしくお願い
致します。

大川内分団

第
３
部
（
団
員
）

坂
口
　
潤（

大
黒
川
）

入団する前は災害に対する不安
がありましたが、「一人ではでき
ないことも団体で行えばできる
こともある」という先輩の言葉
に感銘を受け入団を決意しまし
た。『われらの町は、われらで守る』
というボランティア精神を持ち
消防団活動を行っていきます。

黒川分団
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災
害
時
、
地
域
の
実
情
に
精
通
し
た

消
防
団
員
が
活
動
す
る
こ
と
は
、
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
で
欠
か
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
ち
を
愛
す
る
一
人
一
人
の
力
を
結

集
す
れ
ば
、
地
域
の
安
全
・
安
心
は
よ

り
確
か
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
消
防
団
に

あ
な
た
の
『
力
』
が
必
要
で
す
。

市
消
防
団
で
は
新
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

特 集 私たちの地域を守る消防団

第
７
部
（
団
員
）

松
下
　
真
也

（
木
　
場
）

地元に戻り、昨年 4 月に入団し
ました。少しでも地域や消防活
動に貢献できるよう、これから
も頑張っていきたいと思います。

波多津分団

第
１
部
（
団
員
）

石
井
　
啓
介

（
下
　
分
）

これまで火災や災害というもの
を身近に感じておらずどこか他
人事のように思っていた自分が、
入団してそれらのニュースに敏
感になるようになりました。今
後は生まれ育った町への恩返し
のつもりで消防団の活動に従事
していきたいと思います。

第
１
部
（
団
員
）

松
尾
　
智
明

（
川
　
西
）

昨年末、伊万里市に帰ってきて、
部長を務めていた同級生に勧誘
され入団しました。30 代での
入団ですが地元のホープ（希望）
と思われるように、明るく・楽
しくまじめに活動し、地域に貢
献したいと思っています。

第
１
部
（
団
員
）

水
田
　
雄
治

（
　
里
　
）

以前は、勤務地である唐津市消
防団に入団していましたが、地
元伊万里市に転勤となり入団し
ました。先輩からの指導や各種
訓練参加により消防団活動につ
いて学んでいます。消防団員と
して長く地域に貢献できればと
思います。

第
３
部
（
団
員
）

金
子
　
直

す
な
お

（
久
原
２
区
）

平成 24 年４月に入団しました。
火災予防広報や各種訓練などの
消防団活動を通じて、防災は地
域の絆

きずな

が重要だと感じました。
今後も地域の防災の役に立てる
よう頑張っていきます。

第
３
部
（
団
員
）

瀬
戸
　
雄
貴

（
府
招
上
）

入団当初は活動の幅広さに戸惑
いがありましたが、諸先輩方の
ご指導により、今では地域に貢
献できる消防団員として活動す
ることを誇りに感じています。
今後は、諸先輩方が築き上げた
伝統と実績に恥じぬよう、自己
研
けん

鑽
さん

に励み頑張っていきます。

第
３
部
（
団
員
）

梶
山
　
諒
也

（
作
井
手
）

松浦分団

大川分団

東山代分団

山代分団

南波多分団

二里分団

昨年 4 月に入団し、先輩方の指
導のもと日々消防活動に取り組
んでいます。ラッパ隊としても
出初式など式典での演奏に向け
練習に励んでいます。地域の安
全・安心を守るために、責任を
もって行動していきますのでよ
ろしくお願いします。
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伊万里市役所 検索：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。

健康診査名 対象者 (平成29年３月 31 日現在） 内　容 実施月 実施場所

特定健康診査
肝炎ウイルス検査

伊万里市国民健康保険加入者で
40 〜 74 歳
※75 歳の誕生日の前日まで

身体計測・腹囲測定・
血圧測定・血液検査・
尿検査・内科診察など

※ 肝炎ウイルス検査は
過去に検査を受けた
ことがない人のみで、
単独での受診はでき
ません。

６〜９月 公民館
市民センター

６月〜翌年３月 指定医療機関

健康診査
肝炎ウイルス検査

① 30 〜39 歳
②生活保護受給者で 40 〜 74 歳

６〜９月 公民館
市民センター

６月〜翌年３月 指定医療機関

長寿健康診査 後期高齢者医療制度加入者
※75 歳以上 ６月〜翌年２月 指定医療機関

健 康 診 査

特定健康診査が 無料になりました
自分自身の健康状態を知るために特定健康診査・がん検診を受けましょう。

各健康診査の対象者には、受診票を５月中に郵送します。各町公民館や市民センター、指定医療機関で受診できます。

種　類 集団検診 個別検診

B・C 型 700 円 1,400 円

Ｂ型のみ 300 円 1,000 円

Ｃ型のみ 400 円 1,100 円

◆国民健康保険以外の健康保険に加入している皆さんへ◆
特定健康診査・特定保健指導は、各医療保険者（お持ちの健康保
険証に記載されている保険者）に実施が義務づけられています。
加入している健康保険組合または勤務先に確認してください。

■肝炎ウイルス検査受診料金

●問合先　健康づくり課（　 ☎㉒３９１６）

検診名 対象年齢（平成 29

年３月 31 日現在） 
内　容 実施月 実施場所

受診料金
69 歳以下 70 歳以上

肺がん検診
40 歳以上

 胸部レントゲン検査
６〜 12 月

公民館
市民センター

300 円 200 円

７〜２月 指定医療機関 1,400 円 1,000 円

胃がん検診  バリウム検査 ６〜 12 月

公民館
市民センター

1,100 円 800 円

大腸がん検診  便潜血検査 ６〜 10 月 500 円 300 円

前立腺がん検診 50〜69 歳
 血液検査
 （血清ＰＳ A）

６〜９月 900 円

子宮がん検診 20 歳以上
 視診、
 子宮頸

けい

部
ぶ

の細胞診

８〜 12 月 　　　　900 円 600 円

７〜２月 指定医療機関 2,200 円 1,500 円

乳がん検診
（要予約）

40 歳以上
※２年に１回の

受診

 視触診、
 マンモグラフィ検査

８〜 10 月
公民館
市民センター

40 歳代 1,900 円
50 歳〜 1,300 円

900 円

７〜２月 指定医療機関
40 歳代 2,200 円
50 歳〜 1,600 円

1,100 円

骨粗しょう症検診
（要予約）
※ 定員 30 人

40・45・50・
55・60・65・
70 歳女性

 腕のレントゲン検査 ８〜12月
公民館
市民センター

600 円

※ 生活保護受給世帯および市民税非課税世帯に属する人で申し出た人は、受診料金が無料になります。該当する人は、受
付で申し出てください。

※ 検診結果は、約１か月後に受診者全員に通知します。

が ん 検 診
がん検診は、医療保険の種別に関係なく受診することができます。過去５年以内に受診した人や、今年度対象年齢に達
する人には、受診票を５月中に郵送します。受診票がなく検診を希望する人は、健康づくり課へ申し込んでください。
詳しい日程や実施場所などについては、各家庭に配付している健康カレンダーや市役所だよりなどで確認してください。

平成28年度 特定健康診査・がん検診
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実施場所 実施日

健
康
診
査

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

肺
が
ん

胃
が
ん

大
腸
配
布

前
立
腺
が
ん

子
宮
が
ん

乳
が
ん

骨
そ
し
ょ
う
症

市民センター

  8 月  1 日（月）・  2 日（火）・
　　　 9 日（火）・10 日（水）・
　　  22 日（月）・23 日（火）・
　　  30 日（火）・31 日（水）

● ● ● ● ● ● ● ●

  8 月  5 日（金） ●

  8 月  8 日（月）・29 日（月） ● ● ● ● ● ● ● ● ●

  9 月  4 日（日）　※ 要予約 ● ●

10 月  2 日（日）　※ 要予約 ● ●

立花公民館
  7 月  4 日（月） ● ● ● ●

11 月 21 日（月）・22 日（火） ● ● ●

黒川公民館

  7 月 27 日（水） ● ● ● ●

12 月  5 日（月）・6 日（火） ● ●

12 月  7 日（水） ● ●

波多津公民館

  7 月 29 日（金） ● ● ● ●

10 月 28 日（金） ● ●

10 月 31 日（月）・11 月 1 日（火） ● ●

南波多公民館

  7 月 19 日（火）・20 日（水） ● ● ● ●

  9 月 26 日（月）・27 日（火） ● ●

  9 月 28 日（水） ● ●

大川公民館

  7 月 15 日（金） ● ● ● ●

10 月 24 日（月）・25 日（火） ● ●

10 月 26 日（水） ● ●

松浦公民館

  7 月 13 日（水） ● ● ● ●

10 月 11 日（火） ● ●

10 月 12 日（水） ● ●

二里公民館

  7 月 11 日（月）・12 日（火） ● ● ● ●

10 月 17 日（月）・18 日（火） ● ●

10 月 19 日（水） ● ●

東山代公民館

  6 月 30 日（木）・7 月 1 日（金） ● ● ● ●

11 月 25 日（金）・28 日（月）・
　　  29 日（火）

● ●

11 月 30 日（水） ● ●

  夢耕房たきの 11 月 29 日（火） ●

  川南集会所   6 月 27 日（月） ● ●

  楠久公民館   6 月 27 日（月） ● ●

  山代公民館

  6 月 27 日（月） ● ●

  6 月 28 日（火）・29 日（水） ● ● ● ●

  9 月 20 日（火）・21 日（水） ● ●

  9 月 23 日（金） ● ●

６月27日（月）から、公民館などで集団検診が始まります。自分の受診票（５月中に郵送）に記載された検診

日・受付時間・実施場所を確認のうえ、受診してください。お住まいの地区以外の実施場所でも受診できます。

■集団検診日程表
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■対象者
● 伊万里市国民健康保険加入者

▷受診時に 40 歳以上 74 歳以下の人（入院療養中の

人は除く）

▷国民健康保険税の滞納がない人

▷４月以降に人間ドック・脳ドックを受診していない人

● 伊万里市在住の佐賀県後期高齢者医療保険加入者

▷入院療養中でない人

▷後期高齢者医療保険料の滞納がない人

▷４月以降に人間ドック・脳ドック・長寿（特定）健診

を受診していない人

■注意事項
※ 受診するときは、特定健診・長寿健診受診票、また

はその結果票を医療機関に提出してください。

※ 伊万里有田共立病院で脳ドックを

受診する場合は、特定健診と同時

に受診してください。

※ どちらも人数制限があります。早

めに申し込んでください。

※ 申し込みの際は、国民健康保険ま

たは後期高齢者医療の被保険者証

と、印鑑を持参してください。

● 申込・問合先　長寿社会課医療保険係（　 ☎㉓２１５３）

『高齢者向け給付金』を支給します

賃金引き上げの恩恵が及びにくい所得の少ない高齢者を支援するため、『高齢者向け給付金』（年金
生活者等支援臨時福祉給付金）を支給します。給付金を受け取るためには、期限内に申請が必要です。

■支給対象者
平成 27 年度臨時福祉給付金の支給対象者（※）の

うち、平成 28 年度中に 65 歳以上になる人

※ 該当者には、４月中に市から申請書を郵送してい

ます。

（※）平成 27 年度臨時福祉給付金の支給対象者

とは、平成 27 年度分の市民税（均等割）

が課税されていない人です（次のいずれか

に該当する人は除く）。

 ・市民税が課税されている人に扶養されている人

 ・生活保護の受給者など

■支給額
　１人につき 30,000 円（支給は１回のみ）

■申請方法（次のいずれか）
▷窓　口　市役所（１階）福祉課

※ ５・６月は、市役所（１階）市民ロビーで受け付

けます。

▷郵　送　〒 848-8501

　　　　　伊万里市立花町 1355 番地 1

　　　　　伊万里市役所福祉課

■申請期限　７月 29 日（金）

■給付金に関する問合先
　福祉課福祉総務係　給付金専用ダイヤル

　２３−１１３３

● 問合先　福祉課福祉総務係（　 ☎㉓１１３３）

日帰り人間ドック・脳ドックの受診費用を助成します。通常の半額程度の負担で受診できますので、
ぜひ利用してください。

助成します『人間ドック・脳ドック受診』

日帰り人間ドック 脳ドック

自己負担額 11,760 円 12,770 円

指定医療機関
伊万里有田共立病院、伊万里松浦病院、隅田
病院、西田病院、前田病院、山元記念病院

伊万里有田共立病院、西田病院、山元記念病院

検査項目 血液検査、尿検査、心電図など 15 項目 頭部ＭＲＩ、血液検査、尿検査など 11 項目
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まちづくり出前講座利用しませんか

● 対　象　　市内に在住、通勤または通学しているおおむね 10 人以上の団体
● 時　間　　午前９時から午後９時までの間で、２時間以内
※ 土・日曜日、祝日を希望する場合は、担当課と調整後に決定します。
● 場　所　　市内のみ（受講場所は申込者で確保してください）
● 講師料　　無　料
● 申込方法　受講予定日の２週間前までに、申込書をまちづくり課あてに郵送または

直接提出してください。ファックスやメールでも受け付けています。
※ 申込書とメニュー表は、まちづくり課、各町公民館、市民センター、生涯学習センター、市民図書館、市民交流

プラザに備え付けています。また、市のホームページからもダウンロードできます。
● 申込・問合先　まちづくり課まちづくり推進係（　 ☎㉓２１１４・　  ㉒７２１３）
　　　　　　　　メールアドレス　machizukuri@city.imari.lg.jp

市は、皆さんの身近な生活にかかわる行政情報を提供し、市民参加によるまちづくりをめざすため『ま
ちづくり出前講座』を開催しています。平成 27 年度は、開催回数 232 回、延べ 8,600 人の参加が
ありました。市職員が皆さんのもとへ出向き、知りたいことや聞きたいことなどについて話をします。
希望する場合は、下記のメニュー表から講座名を選んで申し込んでください。

ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

く
ら
し

34 伊万里市の防災について
35 国民年金について
36 市税について
37 消費者トラブル防止について
38 水道の話
39 防火教室
40 救急教室

環
境

41 家庭でできる地球温暖化対策
42 ごみの分別とリサイクルについて
43 犬・ねこの飼い方について
44 伊万里市の環境の状況

産
業
・
観
光

45 伊万里市の農業について
46 伊万里市の林業・水産業について
47 伊万里市の商工業について
48 伊万里市の観光について
49 農業者年金について
50 農地の転用、売買、貸借について

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
Ⅰ
ツ

51 子どもの生きる力について
52 家庭教育について
53 青少年の育成について
54 人権・同和問題について
55 伊万里の文化財
56 伊万里の史跡めぐり
57 伊万里の資料館見学ガイド
58 図書館のデータベース活用方法
59 家読について
60 絵本の見せ方、読み方、選び方
61 新体力テストおよびニュースポーツの指導

選 挙 62 明るい選挙について
その他 63 その他（希望講座を相談してください）

※この講座は、苦情や陳情の場ではありません。

ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

市

政

１ 市政の動きについて（市長講話）
２ 行政改革について
３ 第５次伊万里市総合計画について
４ 伊万里市まち・ひと・しごと創生総合戦略について
５ 伊万里湾の開発について
６ 伊万里市の国際交流について
７ 考えてみましょう！『男女協働参画』
８ 食のまちづくりについて

９ 市民との協働によるまちづくり
（地域の元気推進事業を含む）

10 ふるさと納税制度について
11 地域情報化の推進について
12 伊万里市の家計簿（財政）

13 予算のみかた
〜税金の使われ方から財政状況まで〜

ま
ち
づ
く
り

14 伊万里市の公共交通について
15 地籍調査の話
16 道路の話
17 都市計画の話
18 下水道の話

福
祉
・
健
康

19 高齢者福祉について
20 介護保険について
21 認知症サポーター養成講座
22 介護予防について
23 国民健康保険について
24 後期高齢者医療制度について
25 たっしゃか体操
26 生活習慣病予防について
27 高齢者の健康づくりについて
28 歯の健康づくりについて
29 知っておきたい子どもの病気と手当
30 障害者総合支援法について
31 伊万里市の子育て支援の取り組みについて
32 生活保護制度について
33 伊万里市の婚活推進事業について

平成 28 年度 まちづくり出前講座メニュー表

FAX
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● 対　象　　どなたでも
● 受講料　　無　料
● 講　師　　コウケンテツさん（料理研究家）
● 定　員　　500 人
● 受付期間　５月 10 日（火）〜 31 日（火）

※ 定員になりしだい、受付終了

※ 一時保育（原則として６か月から就学前までの幼児）を行います（無

料。要予約。定員 20 人程度）。
● 申込方法【５月 10 日受付開始】
　電話、ファックス、E メール、郵送のいずれか
● 申込・問合先　〒 840-0815　佐賀市天神三丁目 2-11

　佐賀県立男女共同参画センター（アバンセ）事業部

（☎０９５２㉖００１１、　　０９５２㉕５５９１）

※ メールアドレス　danjo@avance.or. jp

男女共同参画週間記念フォーラム

キッチンからはじまる家族の絆
きずな

ー 家族で楽しむ家事・育児 ー

　　月　　  日（土）18６ 午後１時15分〜３時30分（午後０時30分開場）

市民センター 文化ホール

講師 コウケンテツさん 

● 対　象　　市内在住で、20 歳以上の人

● 募集人数　２人

● 任　期　　２年（平成 30 年３月 31 日まで）

● 活動内容

　会議（平日の夜）開催（年３回）

※ 伊万里市男女協働参画基本計画・DV 被害者支援基

本計画の策定や変更、市の施策に対する意見に関す

る審議などをします。

● 募集期限　５月 20 日（金）

● 応募方法　所定の応募用紙に必要事項を記入のう

え、直接またはファックスなどで提出してください。

※ 応募用紙は、各町（地区）公民館、市民センター、

市民図書館、市民交流プラザ、市男女協働推進課に

あります。また、市のホームページからダウンロー

ドできます。

● 応募・問合先　男女協働推進課男女協働推進係

　〒 848-8501　伊万里市立花町 1355 番地 1

（　 ☎㉓２１１５、　　㉒７２１３）

あなたの意見を聞かせてください

伊万里市男女協働参画を推進する条例（４月施行）に規定する『男女協働参画審議会』の委員として、
あなたの意見を男女協働参画の推進に生かしませんか。

男女協働参画審議会委員を募集します

FAX

〈講師紹介〉
大阪出身。旬の素材を生かした簡単で
ヘルシーなメニューを提案し、テレビ
や雑誌、講演会などで活躍。また、２
児の父親として日々子育てにも奮闘中。

誰もが自分らしく生き生きと暮らせる社会を実現し、未来の子どもたち
に引き継ぐため、４月に『伊万里市男女協働参画を推進する条例』を施
行しました。私たちの暮らしの中に男女協働参画が根づいていくことを
めざして、市・県・県立男女共同参画センター・県女性団体連絡協議会
主催による男女共同参画週間記念フォーラムを開催します。

FAX

● 問合先　男女協働推進課男女協働推進係（　 ☎㉓２１１５）
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佐賀県では、県民の皆さんの安全・安心を確保するための
一助として、携帯電話などのメール機能を使った各種防災
情報などを配信するシステム『防災ネットあんあん』を運
用しています。皆さんもぜひ登録して、地域の防災活動や
安全・安心の確保に役立てましょう。

《配信される情報》
1. 防災情報　2. 防犯情報　3. 緊急情報　4. 火災情報など

安全・安心情報を手に入れよう

『防災ネット あんあん』

※ 携帯電話のバーコードリーダー機能で撮影す
　ると簡単に登録サイトへ進むことができます。
▷防災ネットあんあん　http://esam.jp/
● 問合先　佐賀県統括本部消防防災課

　　　　　　　（☎０９５２㉕７０２７）

● 問合先　土木管理課管理係（☎㉓２４８４）

防災ネットあんあん
佐賀県情報 QR コード

登録はこちら←

避難場所、避難経路は事前に確認
▷避難場所と、洪水ハザードマップなどを参考に避難

経路を事前に確認しておく
▷家族が離れているときの安全確認の方法を決めておく
▷ハザードマップは次の URL から確認できます
　http://www.city.imari.saga.jp/4320.htm

非常時の持ち出し品は事前に準備
▷貴重品や衣類、非常用食品、懐中電灯、ラジオなど

を準備しておく
※ 避難時の荷物は必要最小限にしましょう。

気象情報や河川情報に注意
▷水害時の避難行動は、近くの河川の水位情報や雨量

の情報、気象・洪水の予警報を把握する
▷浸水する前に、早めに避難する
▷テレビやラジオ、携帯電話、インターネットなどで

河川の水位や雨量情報を入手する

国土交通省では、Web サイト・i モード
でも水害の情報を提供しています。　  
▷ Web サイト　http://www.river.go.jp/
▷ i モード　　   http://i.river.go.jp/

事前の備え 台風などが近づいたら

←

の時に備えましょうもしも ５月は水防月間です

↑表示証を受け取った株式会社ＳＵＭＣＯ生産本部九
州事業所の皆さん（中央２人、左が平本一男事業所長）

　
伊
万
里
市
消
防
団
協
力
事
業
所

で
あ
る
株
式
会
社
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
生

産
本
部
九
州
事
業
所
が
、
総
務
省

消
防
庁
消
防
団
協
力
事
業
所
に
認

定
さ
れ
、
３
月
23
日
、
伊
万
里
消

防
署
で
表
示
証
の
伝
達
式
が
あ
り

ま
し
た
。

　
株
式
会
社
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
生
産
本

部
九
州
事
業
所
（
長
浜
工
場
）
は
、

従
業
員
１
２
７
３
人
の
う
ち
48
人

が
消
防
団
に
所
属
。
昨
年
１
年
間

で
、
消
防
活
動
に
延
べ
53
時
間
従

事
し
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
県
内
で
は
８
例
目
、
市
内

で
は
５
例
目
と
な
り
ま
す
。
市
消

防
団
の
諸
石
義
弘
団
長
か
ら
表
示

証
を
受
け
取
っ
た
平
本
一
男
事
業

所
長
は
、「
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・

安
全
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
に
で
き
る
だ
け
協
力
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

●

消
防
庁
消
防
団
協
力
事
業
所

（
市
内
）

▽
株
式
会
社
フ
タ
バ
九
州

▽
伊
万
里
市
農
業
協
同
組
合

▽
株
式
会
社
名
村
造
船
所
伊
万
里

事
業
所

▽
昭
和
金
属
伊
万
里
株
式
会
社

▽
株
式
会
社
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
生
産
本

部
九
州
事
業
所
【
新
】

●

消
防
団
協
力
事
業
所
認
定
制
度

消
防
団
の
活
動
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
、
国
お
よ
び

市
が
平
成
19
年
か
ら
開
始
し
た

制
度
で
、
消
防
団
活
動
に
積
極

的
に
協
力
し
て
い
る
事
業
所
に

対
し
、
そ
の
証
と
し
て
『
消
防

団
協
力
事
業
所
表
示
証
』
を
交

付
す
る
も
の
で
す
。

▽
総
務
省
消
防
庁
消
防
団
協
力
事

業
所
表
示
制
度（

平
成
19
年
１
月
）

▽
伊
万
里
市
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
（
平
成
19
年
３
月
）

株
式
会
社
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
生
産
本
部
九
州
事
業
所
を

『
総
務
省
消
防
庁
消
防
団
協
力
事
業
所
』
に
認
定
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■市民活動とは
営利を目的とせず、市民の自主性・自発性に基づく

もので、不特定かつ多数の人の利益増進のための活

動をいいます。さらに市民の皆さんに対して開かれ、

宗教や政治を目的としない活動をいいます。

■ PR できる団体
市内において、３人以上で市民活動を行う団体です

（宗教団体や政治団体、企業団体は除きます）。

■ PR 方法
①市民活動団体の情報を、市のホームページなどに掲

載します。

②掲載した団体の情報を取り

まとめた『市民活動団体ガ

イドブック』を、掲載され

た団体、市民交流プラザ、

市民図書館、各町公民館な

どに配布します。

■申込方法
　申請書に会則などを添付し、提出してください。内容

を審査した後、市のホームページなどに掲載します。

※ 申請書は、まちづくり課に備え付けています。また、

市のホームページからもダウンロードできます。

市では、市民と活動団体および行政との協働のまちづくりを推進しています。市民交流
プラザを拠点に団体間の連携・交流を図る市民ネットワーク「いまり」の自主的な活動
の支援に加え、市内でさまざまな公益的活動に取り組んでいる団体を PR しています。

市民活動団体を応援します

　　　 自分たちの市民活動を PR しませんか
● 申込・問合先　まちづくり課まちづくり推進係（    ☎㉓２１１４）

伊万里サマーキャンプ

団員募集

● 研修地　沖縄本島・渡嘉敷島

● 内　容　海洋研修、野外キャンプ、

平和学習など

● 期　間（５泊６日）

　７月 29 日（金）〜８月３日（水）

● 募集人数・参加費

● 募集期限　５月 23 日（月）

● 応募方法　申込書を提出

※ 申込書は、市ホームページからダウン

ロードできます。

● 応募・問合先　生涯学習センター内　

青少年育成市民会議事務局

（ 　☎㉓２６５８）

魅力いっぱいの沖縄で
感動の夏を体験しよう！

『
新
』波
多
津
小
学
校
の

校
章
・
校
歌（
詩
）を
募
集
し
ま
す

　
波
多
津
小
学
校
と
波
多
津
東
小
学
校
が
、
平
成
29
年
４

月
に
統
合
し
ま
す
。
校
名
は
波
多
津
小
学
校
と
し
て
、
場

所
は
現
在
の
波
多
津
東
小
学
校
に
開
校
し
ま
す
。

　
こ
の
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
校
章
・
校
歌
（
詩
）
を
募
集

し
ま
す
。

●

応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も

●

応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、教
育
総
務
課
、市
民
図
書
館
、各
町
（
地
区
）

公
民
館
、小
・
中
学
校
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

募
集
期
限
　
６
月
30
日（
木
） （
郵
送
は
当
日
消
印
有
効
）

●

応
募
・
問
合
先
　
〒
８
４
８–

８
５
０
１
　
伊
万
里
市

立
花
町
１
３
５
５
番
地
１

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係
（
　
☎
㉓
２
１
２
５
）

波多津東小学校の校章 波多津小学校の校章

小学５・６年生
30 人

45,000円

中学生 50,000円

高校生など
（サブリーダー） 若干人 30,000円
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減らそうごみ・生かそう資源

さが西部クリーンセンターにごみを持ち込むことができます
松浦町に新設された『さが西部クリーンセンター（愛称）』が１月から供用開始され、これまで環境センター
で処理していた可燃ごみや不燃ごみ、粗大ごみは新施設で処理しています。家庭や事業所から出たごみは、
さが西部クリーンセンターに持ち込むことができます。環境センターには持ち込むことができません。

● 場　所　　伊万里市松浦町山形 5092-4（☎㉖２３５３）
● 開所日　　月〜土曜日、第２日曜日、祝日（１月１日は除く）
※１月２・３日は、休みです。
● 受入時間　午前９時〜午後４時
● 料　金　　家庭から出たごみ　　10 ㎏ごとに　80 円
　　　　　　事業所から出たごみ　10 ㎏ごとに 100 円
※ビン類、ペットボトル、発泡スチロール製トレイ、特定家電（テ

レビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン）、処理困難物（タイヤなど）、
産業廃棄物は持ち込むことができません。

● 問合先　環境課リサイクル推進係（　 ☎㉓２１４５）

さが西部クリーンセンター

〜 ごみの減量化・資源化を推進しよう 〜

位置図

↑伊萬里牛弁当の味に思わず笑顔
がこぼれるツアー参加者

　
市
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

観
光
行
政
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た

徳
永
勝
行
さ
ん
（
株
式
会
社
近
畿

日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
九
州
）
の
市
へ

の
派
遣
期
間
が
３
月
31
日
で
満
了

し
た
こ
と
に
伴
い
、
４
月
１
日
、

三み

わ輪
宗
一
郎
さ
ん
（
52
歳
・
株
式

会
社
ジ
ャ
ル
セ
ー
ル
ス
）
に
『
伊

万
里
市
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』
を

委
嘱
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
総
務
省
地
域
お
こ
し

企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用

し
て
受
け
入
れ
た
も
の
で
、
派
遣

期
間
は
１
〜
３
年
。
三
輪
さ
ん
は
、

「
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
各
種
ツ
ー
ル
を
活
用
し

て
、
ま
ず
は
国
内
か
ら
情
報
を
発

信
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。
塚
部
芳
和
市
長

は
、「
地
方
創
生
の
大
き
な
柱
と
し

て
観
光
に
力
を
入
れ
た
い
。
助
言
、

提
案
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
抱
負

と
期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
、
三
輪
さ
ん
は
市

観
光
協
会
の
専
務
理
事
と
し
て
の

辞
令
を
受
け
ま
し
た
。
行
政
と
一

体
と
な
っ
た
さ
ら
な
る
観
光
戦
略

が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

三
輪
さ
ん
に
市
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
委
嘱

専
門
的
な
知
見
を
生
か
し
て
観
光
戦
略
を
推
進

こ
だ
わ
り
の
味
を
乗
せ
て
観
光
列
車
が
出
発

和
の
料
理
人 

道
場
六
三
郎
さ
ん
監
修
『
伊
萬
里
牛
弁
当
』

　
３
月
26
日
、
伊
万
里
牛
を
使
っ

た
道
場
六
三
郎
さ
ん
監
修
の
『
伊

萬
里
牛
弁
当
』
付
き
観
光
列
車
が

松
浦
鉄
道
で
運
行
を
開
始
し
、
伊

万
里
駅
で
出
発
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
塚
部
芳
和
市
長
は
、「
松
浦
鉄
道

沿
線
の
自
治
体
が
連
携
し
て
、
交

流
人
口
や
観
光
人
口
を
増
や
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

こ
の
日
九
州
内
外
か
ら
参
加
し
た

ツ
ア
ー
客
は
、
車
窓
か
ら
見
え
る

春
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
こ
だ

わ
り
の
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い

ま
し
た
。

　
な
お
、
弁
当
は
１
食
２
９
８
０

円
（
税
込
み
）
で
、
15
人
以
上
の

団
体
客
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●

問
合
先
　
観
光
課
伊
万
里
ブ
ラ

ン
ド
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
０
）

↑出発式でテープカットする松浦鉄道沿線の伊万
里市・松浦市・平戸市・長崎県の関係者

↑行政と一体となって観光戦略に
取り組むことを誓い塚部市長と
固く握手する三輪さん（右）

13 2016.5



断
水
復
旧
に
貢
献
し
た
２
団
体
に
市
長
感
謝
状

　
３
月
29
日
、
１
月
下
旬
の
寒
波

で
発
生
し
た
大
規
模
な
断
水
で
、

そ
の
迅
速
な
復
旧
に
支
援
・
尽
力

し
た
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
伊

万
里
建
設
業
協
会
と
伊
万
里
市
管

工
事
協
同
組
合
に
塚
部
芳
和
市
長

が
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
、
１
月
26
日
〜
28
日
、

断
水
区
域
の
公
民
館
な
ど
で
の
給

水
活
動
に
延
べ
23
人
が
従
事
、
同

組
合
は
、
１
月
25
日
に
公
共
施
設

（
学
校
、
公
民
館
、
公
園
な
ど
）
の

漏
水
調
査
、
27
・
28
日
、
断
水
区

域
の
公
民
館
な
ど
で
給
水
活
動
に

延
べ
５
人
が
従
事
し
ま
し
た
。

　
塚
部
市
長
は
、「
初
期
段
階
で
の

献
身
的
な
対
応
と
働
き
の
お
か
げ

で
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

↑「子どもたちのために使って」
と目録を手渡す川口さん

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に（
株
）サ
ク
セ
ス
が
寄
付

　
３
月
29
日
、
武
雄
市
の
株
式
会

社
サ
ク
セ
ス
の
川
口
喜
三
郎
社
長

が
、
発
達
障
害
児
の
支
援
な
ど
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し

い
と
、
市
に
２
０
０
万
円
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。
同
社
の
寄
付
は
今

回
で
５
回
目
。
こ
れ
ま
で
、
甲
子

園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
や
、

家う
ち
ど
く読
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
な
ど
の

子
ど
も
読
書
推
進
事
業
、
体
育
施

設
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
ト
イ
レ
設

置
な
ど
の
高
齢
者
福
祉
事
業
な
ど
、

多
く
の
事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

↑「地元雇用の創出や県産木材の利
用拡大にもつなげたい」と話す
堀川智子代表取締役社長（左）

　
中
国
木
材
株
式
会
社
（
広
島
県
呉

市
）
が
伊
万
里
団
地
（
山
代
町
峰
）

に
新
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
伴

い
、
４
月
18
日
、
同
社
と
市
は
立
地

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
同
社
は
、

平
成
14
年
、本
市
に
進
出
。
乾
燥
材
・

集
成
材
の
製
造
・
販
売
、
プ
レ
カ
ッ

ト
加
工
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
内
に
お
け

る
今
後
の
建
築
職
人
不
足
に
よ
る
木

材
プ
レ
カ
ッ
ト
需
要
の
高
ま
り
な
ど

か
ら
、
新
工
場
（
伊
万
里
プ
レ
カ
ッ

ト
工
場
）
を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

　
新
工
場
は
、
鉄
骨
造
、
延
べ
床

面
積
１
万
６
２
０
０
平
方
㍍
。
投

資
額
は
、
建
物
と
機
械
設
備
で

18
億
６
４
０
０
万
円
。
６
月
に
着
工

し
、
平
成
29
年
２
月
か
ら
操
業
予
定

で
す
。
今
回
の
事
業
拡
大
に
伴
い
、

平
成
33
年
10
月
ま
で
に
地
元
か
ら

40
人
を
新
規
雇
用
す
る
計
画
で
す
。

中
国
木
材
株
式
会
社
と

立
地
協
定
を
締
結

↑「市民の皆さんの安心のため今後も応援したい」
と話す伊万里建設業協会の山口  登会長（右）と
伊万里市管工事協同組合の吉田忠幸代表理事（左）

　

春
は
、
市
内
の
多
く
の
高
校
生

が
卒
業
し
、
進
学
や
就
職
な
ど
新

た
な
旅
立
ち
の
季
節
で
す
。

　

し
か
し
、
新
し
い
環
境
に
適
応

で
き
ず
、
５
月
の
連
休
明
け
ぐ
ら

い
か
ら
気
持
ち
が
落
込
む
な
ど
の

精
神
的
な
症
状
『
五
月
病
』
が
大

学
の
新
入
生
な
ど
に
多
く
見
ら
れ

る
よ
う
で
す
。
確
か
に
親
も
と
を

離
れ
初
め
て
の
１
人
暮
ら
し
の
生

活
は
、
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
食
事
、

洗
濯
な
ど
す
べ
て
自
分
で
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
不
安
が
大
き
い
も

の
で
す
。
私
も
そ
の
こ
ろ
の
自
分

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

私
の
家
は
母
子
家
庭
で
、
母
は

女
手
一
つ
で
私
た
ち
を
育
て
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
母
に
で
き
る
だ

け
負
担
を
か
け
ず
に
大
学
へ
進
学

す
る
に
は
、国
立
大
学
に
進
学
し
、

奨
学
金
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
計
を

立
て
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
、
授
業
が
終
わ
る
と

空
い
た
時
間
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
ま
し
た
。
土
木
作

業
や
菓
子
店
へ
の
卵
の
配
達
、
深

夜
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
店
員

な
ど
数
多
く
の
仕
事
を
経
験
し
ま

し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
と
い
え
ど
も
、

「
大
学
生
は
役
に
立
た
な
い
」
と

言
わ
れ
る
の
が
い
や
で
一
生
懸
命

働
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
車
の

パ
ン
ク
修
理
な
ど
は
社
員
並
み
の

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
初
め
て
自
分
で
稼
い

だ
お
金
で
、
仲
間
と
回
転
焼
を
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
た
こ
と
も
懐
か
し

い
思
い
出
で
す
。

　

私
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
中

で
、
お
客
様
に
対
す
る
接
遇
や
、

社
員
、
経
営
者
の
姿
な
ど
を
通
じ

て
、
世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人

が
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ

れ
と
同
時
に
、『
言
わ
れ
た
こ
と

し
か
し
な
い
』、『
楽
を
し
よ
う
と

す
る
』、『
す
ぐ
あ
き
ら
め
る
』、『
す

ぐ
ふ
て
く
さ
れ
る
』
の
４
つ
の
こ

と
を
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
で

は
こ
れ
ら
が
、
私
の
青
春
時
代
か

ら
の
財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
来
な
ら
ば
勉
強
や
ク
ラ
ブ
活

動
に
集
中
す
る
の
が
学
生
の
本
分

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ア
ル
バ
イ
ト

で
得
る
教
訓
も
長
い
人
生
の
中
で

は
役
立
つ
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ

で
す
。

　

ア
ル
バ
イ
ト

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 　

塚
部 

芳
和
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５月の市民スポーツ

３日（火・祝）、４日（水・祝）
● 国見台陸上競技選手権大会
　午前９時競技開始  国見台陸上競技場
６月４日（土）、５日（日）
● 市長旗争奪伊万里市中学生野球大会
　午前８時20分開会　国見台野球場
６月５日（日）
● 市民グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時30分開会　

国見台陸上競技場ほか

５月の町民スポーツ
５日（木・祝）
● 黒川町子どもすもう大会
　午前８時30分開会　黒川小学校
８日（日）
● 波多津町民体育祭
　午前８時30分開会  波多津運動広場
● 二里町民体育大会
　午前９時開会　二里小学校
● 伊万里地区運動会
　午前９時15分開会　伊万里小学校
12 日（木）
● 大川町ニュースポーツ教室
　午後６時30分開会  大川体育館ほか
15 日（日）
● 大坪地区グラウンド・ゴルフ大会
　午前９時開会　大坪小学校
21 日（土）
● 東山代町子ども会

グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時30分開会

　東山代小学校ほか
22 日（日）
● 立花地区グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時30分開会　立花小学校
28 日（土）
● 南波多町民グラウンド・ゴルフ大会
　午後２時30分開会　南波多小学校
29 日（日）
● 大川内町民球技大会
　午前８時開会　大川内小学校
● 牧島町民球技大会
　午前８時30分開会　牧島小学校
● 西田旗争奪東山代町民

スローピッチソフトボール大会
　午前８時30分開会  東山代運動広場
６月５日（日）
● 伊万里地区球技大会
　午前８時40分開会　啓成中学校

第 23 回伊万里さわやかスポーツ・
レクリエーション祭

《大会成績》※ 各種目のパート別優勝チームのみ
種　目 １パート（優勝） ２パート（優勝）

ソフトバレーボール
小学生の部 伊万里Ｊ V Ｃ 伊万里Ｊ V Ｃ - Ｂ

ソフトバレーボール
女性の部 エクセルＢ

ソフトバレーボール
一般（混合）の部 山口病院 黒川ソフトバレーＰＩＥＣＥ

ソフトバレーボール
シニア（混合）の部 ＬＯ V ＥＲＳ マサ＆チエ

インディアカ
一般（混合）の部 東山代インディアカ

ペタンク わっかろー 滝川内ＹＭ会

　
３
月
20
日
、
国
見
台
陸
上
競
技
場
な
ど

で
、
伊
万
里
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
の
人
に
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
35
チ
ー
ム
・
１
５
９
人
の

市
民
が
参
加
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
ペ
タ
ン
ク
の
３
種
目
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
参
加
者
は
交
流

を
深
め
な
が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

　
な
お
、
各
種
目
の
成
績
は
、
下
の
表
の

と
お
り
で
す
。

《
大
会
成
績
》

▽
優
　
勝
　
イ
ン
ド
ロ
（
黒
川
町
）

　
　
　
　  

一
ノ
瀬
詩
織
（
鹿
島
市
）

▽
準
優
勝
　
土
井
和
則
（
大
川
町
）

　
　
　
　
　
小
松
洋
子
（
新
天
町
）

 

市
内
ダ
ブ
ル
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

●

期
　
日
　
４
月
10
日

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

↑「将来は日本代表をめざしたい」と

　語る、山口 麗
うらら

さん（伊万里小６年・
　右）と永田梨乃さん（同小５年・左）

ペタンク

ソフトバレーボール（小学生）

↑ネット際では激しい攻防戦が繰り広げられました

インディアカ

↑だれもが気軽に参加でき交流を深めました

↑楽しみながらも真剣にプレーしていました

な
で
し
こ
サ
ッ
カ
ー
で

『
初
』
全
国
優
勝

　
第
５
回
び
わ
湖
カ
ッ
プ
な
で

し
こ
サ
ッ
カ
ー
大
会（
Ｕ
12
）で
、

県
女
子
選
抜
チ
ー
ム
『
サ
ガ
ン
ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｓ
』が
初
優
勝
し
、チ
ー

ム
の
主
力
選
手
２
人
が
塚
部
芳

和
市
長
に
優
勝
の
喜
び
を
報
告

し
ま
し
た
。
大
会
は
２
月
に
滋

賀
県
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

32
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
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↓ゆるキャラやご当地アイドルのパフォーマンスなどで盛り上がるステージ

↑「多くの人に和太鼓にふれてほしい」と話す小田浩之さん（右）

　　　 21 世紀市民ゆめづくり計画支援事業成果報告会一丸となって伊万里を盛り上げよう
『21 世紀市民ゆめづくり計画支援事業』平成 27 年度採択

事業成果報告会が市民センターでありました。はじめて採

択された伊万里太鼓の会『和太鼓ふれあい事業』など６事

業について、実施団体が事業概要や成果、課題などを報

告。参加者は関心した様子で聞き入り、報告を受けたあと、

事業予算の使い方など、多くの質問が出されていました。

『わがまち・わが家の防災マップ』を作成した市区長会連

合会が、九州地方整備局水防功労者局長表彰を受けました。

マップは、平成24年度から３年間かけて、市内全182 行

政区がそれぞれの地域の実情に合わせて自分たちで作成。

全戸配布し、防災訓練などにも活用されています。なお、

作成を支援した市も武雄河川事務所長表彰を受けました。

　　　 区長会連合会が九州地方整備局水防功労者局長表彰わがまち・わが家の防災マップが評価

↓「地域の防災力が向上した」と話す安並 勇会長（右から２人目）

4.14

3.18

まちの話題

みんなの広場

みんなの広場
このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ

松浦鉄道浦ノ崎駅で『桜の駅まつり』が開催

されました。駅前広場では、ご当地アイドル

や地元の園児などが歌や踊りを披露する桜ラ

イブが行われました。電車の到着時刻には、

いまりんモーモくんや松浦鉄道のマックス君

など人気のゆるキャラたちが駅のホームに降

り立ち、子どもたちが次々に握手を求める一

幕も。また、物産販売やまちかど健康教室な

ども催され、もう少しで満開を迎える桜の名

所は、多くの家族連れなどでにぎわいました。

　　　 浦ノ崎桜の駅まつり桜の名所で伊万里の春を満喫

満開時には、『桜のトンネル』
が見どころとなる浦ノ崎駅

3.27

ホームに降り立つゆるキャラに握手を求め
る子どもたち
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４
月
21
日
、
波
多
津
東
幼
稚
園

で
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
が
あ
り
ま

し
た
。

　
塚
部
芳
和
市
長
が
、『
青
空
へ 

元
気
に
は
ば
た
け 

波
多
津
東
の
園

児
』
と
願
い
を
込
め
た
色
紙
と
、

こ
い
の
ぼ
り
の
壁
飾
り
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
と
、
園
児
た
ち
は
お
礼

に
手
作
り
の
か
ぶ
と
を
贈
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
い
ま
り
ん
モ
ー
モ

ち
ゃ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
手

づ
く
り
の
こ
い
の
ぼ
り
を
室
内
に

掲
揚
。
波
多
津
東
小
学
校
の
１
・
２

年
生
も
一
緒
に
、
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
し
て
き
た
歌
と
踊
り
を
元

気
に
披
露
し
ま
し
た
。

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
in
波
多
津
東
幼
稚
園

子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
と
健
や
か
な
成
長
を

↑小学校のお兄さんやお姉さんたちにも手
伝ってもらい楽しい掲揚式ができました

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
い
ろ
い

ろ
な
情
報
を
簡
単
に
発
信
・
収
集

す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
と
情
報
を
交
換
し
た
り
、
交
流

を
広
げ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

便
利
な
も
の
と
し
て
、
多
く
の
人

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
や

日
々
の
生
活
の
中
で
利
用
さ
れ
る

こ
と
も
多
く
、
私
た
ち
の
生
活
に

は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
一
方
で
、
匿
名
で
情

報
を
発
信
で
き
る
特
徴
を
悪
用
し
、

他
人
の
悪
口
や
差
別
的
な
内
容
、

根
拠
の
な
い
う
わ
さ
、
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
勝
手
に
掲
載
す
る
な

ど
、
人
権
侵
害
に
つ
な
が
る
問
題

が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
い
っ

た
ん
書
き
込
み
を
行
う
と
そ
の
内

容
は
一
瞬
に
し
て
拡
散
し
て
し
ま

い
、
そ
の
書
き
込
み
を
完
全
に
削

除
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。

　
法
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
平

成
27
年
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
書
き
込
み
に
よ
っ
て
人
権

侵
害
を
受
け
た
と
す
る
事
案
が

１
７
３
６
件
発
生
し
て
お
り
、
前

年
と
比
べ
て
21
・
５
㌫
増
加
し
、

過
去
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
10
年
前
と
比
較
す
る
と
６
・

４
倍
の
増
加
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
サ
イ
ト
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た

人
に
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
、
犯
罪
に
ま
で
発
展
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
を
便
利
で
豊
か

に
し
て
く
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

も
、
使
い
方
を
間
違
え
る
と
人
の

心
を
傷
つ
け
、
使
い
方
し
だ
い
で

は
、
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
相
手
が
見

え
な
く
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
向
こ
う
側
の
相
手
は
あ
な
た
と

同
じ
人
間
で
す
。
常
に
お
互
い
の

人
権
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
相

手
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
を
忘

れ
ず
に
利
用
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo. ２２２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
問
題

　
　
　

　

黒
曜
石
産
地
と
し
て
の
腰
岳

　
良
質
な
黒こ

く
よ
う
せ
き

曜
石
は
、
腰
岳
の

ほ
か
、
北
海
道
や
長
野
県
な
ど

に
も
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

黒
曜
石
産
地
で
は
、
山
を
登
っ

て
黒
曜
石
を
採
掘
し
て
い
た
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
腰
岳

で
は
そ
う
し
た
労
力
は
あ
ま
り

必
要
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
腰
岳
の
黒
曜
石
は
、
標
高

４
０
０
㍍
付
近
で
生
成
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
地
滑
り
や
雨

に
よ
る
浸
食
作
用
に
よ
っ
て
、

腰
岳
山
ろ
く
の
斜
面
に
崩
落
し

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
崩
落
し
た
黒
曜
石
は
、
山

の
斜
面
に
と
ど
ま
る
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
中
に
は
ふ
も
と
や

海
岸
線
付
近
ま
で
転
落
す
る
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。
崩
れ
出
た

ば
か
り
の
黒
曜
石
は
角
が
立
っ

て
い
ま
す
が
、
斜
面
を
転
落
し

て
い
く
過
程
で
砕
け
た
り
、
摩

耗
し
た
り
し
て
丸
み
を
帯
び
な

が
ら
徐
々
に
小
さ
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
と
き
、
不
純
物

な
ど
が
少
な
く
砕
け
に
く
い
良

質
な
黒
曜
石
は
、
比
較
的
大
き

な
ま
ま
ふ
も
と
な
ど
へ
転
落
し

て
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
わ

ざ
わ
ざ
高
い
と
こ
ろ
ま
で
登
ら

な
く
て
も
良
質
な
黒
曜
石
が
入

手
し
や
す
い
と
い
う
の
が
腰
岳

の
黒
曜
石
の
特
徴
で
す
。

（
来
月
号
に
続
く
）露頭付近の黒曜石（左）とふもとの黒曜石（右）

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
腰
岳
と
黒
曜
石
シ
リ
ー
ズ
②
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百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈
い
つ
ま
で
もお元

気
で

て
、
自
分
で
リ
ヤ
カ
ー
を
引
き
、

朝
市
や
町
な
か
に
売
り
に
行
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。
当
時
、
八
谷
搦

に
あ
っ
た
田
ん
ぼ
に
は
、
弁
当
を

持
っ
て
、
夫
が
漕こ

ぐ
舟
で
行
っ
て

い
た
と
か
。
ま
た
、
お
経
を
上
げ

た
り
、
み
ん
な
で
歌
っ
た
り
す
る

の
が
楽
し
み
と
い
う
ミ
ツ
ヨ
さ

ん
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
大
の
猫
好

き
。
家
の
中
で
は
い
つ
も
猫
と
一

緒
で
、
着
物
を
着
せ
る
ほ
ど

か
わ
い
が
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
運
動
会
で
は
駆
け
っ
こ

の
選
手
だ
っ
た
と
い
う
ミ
ツ

ヨ
さ
ん
の
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

は
、『
何
で
も
食
べ
る
こ
と
』。

　
こ
の
日
、
塚
部
市
長
に
メ

ダ
ル
を
か
け
て
も
ら
う
と
、

家
族
に
祝
福
さ
れ
、
嬉
し
そ

う
に
ほ
ほ
え
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
た
立
川
ミ
ツ
ヨ
さ
ん
を
、

３
月
30
日
、
塚
部
芳
和
市
長
が
訪

問
し
、
記
念
の
メ
ダ
ル
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
ミ
ツ
ヨ
さ
ん
は
、
お
若
い
こ
ろ

か
ら
仕
事
一
筋
の
働
き
者
。
農
業

に
従
事
さ
れ
、
米
や
麦
、
野
菜
、

い
ち
ご
な
ど
を
作
っ
た
り
、
た
け

の
こ
な
ど
の
山
菜
を
採
っ
た
り
し

立川 ミツヨさん
（木須東）

一い
っ
ぴ
き匹

と 

云い

うふ
も
親し

た

し
き 

初は
つ

蛍
ほ
た
る

葉は

桜
ざ
く
ら

の 
下し

た

に
憩い

こ

ひい

て 

蒲た

ん

ぽ

ぽ

公
英
の

　
　
　
　
　
　

綿わ
た

毛げ

飛と

ば
せ
り 

心
こ
こ
ろ

も
乗の

せ
て

久
保
田　

昭て
る

子こ

伊
万
里
白
露
短
歌
会

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

田
中　

南な
ん

嶽が
く

　
４
月
12
日
、
松
浦
小
学
校
で
新

１
年
生
と
保
護
者
を
対
象
に
『
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た

ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
と
、

入
学
式
当
日
に
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　
新
１
年
生
は
、
い
ま
り
ん
モ
ー

モ
ち
ゃ
ん
か
ら
、『
ど
う
ろ
へ
と

び
だ
し
ま
せ
ん
』『
し
ん
ご
う
を
ま

も
り
ま
す
』『
お
う
だ
ん
ほ
ど
う

を
わ
た
り
ま
す
』
の
３
つ
の
お
約

束
が
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
を
受
け
取

り
、
交
通
安
全
の
思
い
を
胸
に
新

し
い
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
４
月
12
日
、
市
内
の
各
小
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
１
年
生

に
『
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
』

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
が
小
学
校
の
新
１

年
生
全
員
に
毎
年
贈
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
回
対
象
と
な
っ
た
児
童

は
５
７
６
人
で
す
。

　
こ
の
日
、
塚
部
芳
和
市
長
が
松

浦
小
学
校
を
訪
れ
、
新
１
年
生
代

表
の
池
田
蓮れ

惟い

さ
ん
と
石
井
咲さ

く

良ら

さ
ん
に
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
贈

り
ま
し
た
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、『
黄
色

い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
』
を
見
か

け
た
ら
、
安
全
運
転
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
ね
。

↑ランドセルカバーを贈られた新１年生の池田蓮惟さ
ん（前列左）と石井咲良さん

↑いまりんモーモちゃん（左）と交通安全
のお約束をする新１年生（右から２人目）

新
入
学
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈
呈

 

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈
呈
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嶋田あかりさん

★裕之・絵理香さんの長女

★松浦町下平

(     )５歳
３か月

　
し
っ
か
り
者
で
優
し
い
あ
か
り

ち
ゃ
ん
♡
い
つ
も
弟
の
お
世
話
あ
り

が
と
う
♪
助
か
っ
て
ま
す
♬
あ
か
り

の
に
こ
に
こ
笑
顔
が
大
好
き
だ
よ
(^^)

市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、市内保育園などで取り組んでいる食育活動を紹介します。

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

● 問合先　まちづくり課まちづくり推進係（ 　☎㉓２１１４）

食育ワンポイント

かるたの中で子どもたちに人気がある食べ物は、第１位
がきんかん、第２位が伊万里牛、第３位がチンゲン菜で
す。きんかんは色がきれいで真ん丸でかわいいところ、
伊万里牛はハンバーグやステーキなどおいしい食べ物に
変身するところが人気のようです。かるた遊びを通じて、
食べ物に興味や関心が高まり、園庭で栽培している野菜
を収穫するときも一つ一つ丁寧に収穫するようになりま
した。またこの日は、春の代表的野菜のさやえんどうを、
種実が少し膨らみ、さやの長さが５〜７㌢のものを選ん
で丁寧に収穫し、給食でとてもおいしくいただきました。

新生活の始まりは朝ごはんから　４月から新たな学校や職場でスタートした人もいると思います。朝ごはんを
抜くと、イライラしたり、集中できなかったりして勉強や仕事がはかどらないことがあります。朝ごはんは、体
や脳に一日の始まりを教えてくれる大切なものです。しっかりとって、すっきりと新生活をスタートさせましょう。

伊万里産の食べ物に興味津々

『地産食育かるた』遊び
４月５日、『地産食育かるた』を使って遊びま
した。このかるたは、伊万里産の野菜や果物が
描かれていて、文章も子どもたちにわかりやす
い表現になっています。遊びながら食べ物の特
徴を学ぶことができるよう工夫されています。

さやえんどうの実を丁寧に収穫しました

食育活動を紹介
〜 脇野保育園 〜

市保育会給食委員会作成の『地産食育かるた』はみんな大好き

　
私
は
お
絵
描
き
す
る
こ
と
と
リ

カ
ち
ゃ
ん
人
形
で
遊
ぶ
こ
と
が
好

き
な
の
★
最
近
は
ピ
ア
ノ
や
ひ
ら

が
な
の
練
習
に
も
夢
中
な
の
♬
弟

の
お
世
話
も
忙
し
い
わ
☆
マ
マ
の

お
い
し
い
手
づ
く
り
ハ
ン
バ
ー
グ

を
食
べ
て
頑
張
ら
な
く
っ
ち
ゃ
♥

伊万里の

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
新
生
児
の
お
世
話
や
、
妊
婦
さ

ん
、
出
産
後
の
女
性
の
看
護
な

ど
を
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
大
変
な
こ
と
は
　

　
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
２
人

の
命
を
預
か
っ
て
い
る
責
任
感

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
、
笑
顔

を
絶
や
さ
な
い
こ
と
で
す

◇
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
　

　
何
で
も
、
や
る
と
決
め
た
ら
諦
あ
き
ら

め
ず
最
後
ま
で
や
り
通
し
ま
す

◇
趣
　
味
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

◇
市
民
へ
一
言

　
年
に
一
度
、
が
ん
検
診
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す

岩政　夕紀 さん 

◆医療法人内山産婦人科
　　　　　　 （東山代町）
◆平成23 年３月 入社

(23 歳・脇田町上ノ山 )

やんぐ・ウォーカー
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お知らせコーナー
チャンネル

伊万里市役所 検索：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。

◆
身
体
障
害
者
更
生
相
談

●

期
　
日
　
６
月
16
日
（
木
）

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

●

受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時

●

面
接
・
検
査
時
間

　
午
後
１
時
〜
３
時

●

診
察
時
間

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●

内
　
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
診
断
（
整
形
外
科
・
耳
鼻

咽い
ん

喉こ
う

科
）、
補
装
具
の
交
付
・
修

理
・
適
合
な
ど
に
関
す
る
相
談

や
判
定

●

対
　
象
　
身
体
に
機
能
的
障
害

が
あ
る
人
お
よ
び
そ
の
家
族

※
い
ず
れ
の
相
談
も
１
週
間
前
ま

で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●

申
込
・
問
合
先
　
福
祉
課
社
会

福
祉
係
（
　
☎
㉓
２
１
５
６
）

　
伊
万
里
・
有
田
地
区
医
師
会
で

は
、
医
療
や
介
護
・
福
祉
に
関
す

る
相
談
窓
口
（
24
時
間
対
応
）
を

前
田
病
院
・
西
田
病
院
・
小
島
病

院
で
開
設
し
て
い
ま
し
た
が
、
３

月
末
で
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

近
く
の
医
療
機
関
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
直
接
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
㉓
２
１
５
５
）

※
身
体
障
害
者
で
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
人
は
、
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
申
請
で
き
ま
す
。

※
申
請
期
限
は
５
月
31
日
（
火
）

●

問
合
先
　
税
務
課
市
民
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
８
）

◆
知
的
障
害
者
更
生
相
談

●

期
　
日
　
６
月
14
日
（
火
）

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー
相
談
室

●

受
付
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

内
　
容
　
療
育
手
帳
（
再
判
定

　
の
み
）
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

医
療
・
年
金
・
職
業
・
生
活
な

ど
に
関
す
る
相
談

●

対
象
者
　
18
歳
以
上
の
知
的
障

　
害
者
お
よ
び
そ
の
家
族
な
ど

　
農
業
基
盤
の
整
備
を
図
る
た
め
、

小
規
模
な
土
地
改
良
事
業
を
共
同

で
施
工
す
る
場
合
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

●

対
象
事
業
　
事
業
の
受
益
農
地

が
１
ha
以
上
で
、
受
益
戸
数
が

５
戸
以
上
あ
る
農
道
舗
装
・
水

路
改
良
・
た
め
池
工
事
な
ど

●

補
助
率
　
事
業
費
の
50
㌫
以
内

●

補
助
金
額
の
上
限
　
35
万
円

●

申
請
方
法
　
計
画
地
区
ご
と
に
、

申
請
書
に
現
況
写
真
を
添
付
し
て

区
長
名
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
期
限
　
５
月
31
日
（
火
）

※
昨
年
未
認
可
と
な
っ
た
地
区
は

再
申
請
が
必
要
で
す
。

●

問
合
先
　
農
山
漁
村
整
備
課
農

地
農
村
係
（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

お
知
ら
せ

●

日
　
時
　
６
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
開
会

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
が
不
足
し
ま
す
。
自
家

用
車
利
用
の
場
合
は
、
で
き
る

だ
け
相
乗
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
総
務
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
０
）

●

納
期
限
　
5
月
31
日
（
火
）

※
納
付
書
は
５
月
中
旬
に
郵
送

●

口
座
振
替
日
　
5
月
26
日
（
木
）

子育て支援センターに
遊びにきませんか

　子育てに関する悩みや相談を受けています。
　ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。

①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌
　や簡単な製作などを行います。

● 日　時　５月 18 日（水）

　　　　　午前 10 時〜正午
● 場　所　市民センター・リハーサル室

②お誕生会（要申込）
５月生まれの乳幼児とその保護者
● 日　時　５月 25 日（水）

　　　　　午前 10 時 30 分〜正午
● 場　所　子育て支援センターぽっぽ

◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

伊

万

里

市

戦

没

者

追

悼

式

軽

自

動

車

税

の

納
付
は
お
早
め
に

知
的
・
身
体
障
害
者

更
生
相
談
所
巡
回
相
談

医
療
・
介
護
・
福
祉
の

相

談

窓

口

小
規
模
土
地
改
良

事
業
の
申
請
受
付

『伊万里市地域公共交通網形成計画』（案）に対す
る意見が、１人から２件提出されました。意見の
概要と、市の考え方を下記のとおり公表します。
● 公表場所（各施設の閉庁日は除く）　
　まちづくり課公共交通対策係、情報広報課市民
　サービス係、各町公民館、市民図書館、市民センター
● 公表期間　５月２日（月）〜 31 日（火）
● 問合先　まちづくり課公共交通対策係

（ 　☎㉓２１１４）

パブリックコメントの結果

広告
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お知らせコーナー
チャンネル

●

申
請
期
限
　
６
月
10
日
（
金
）

●

問
合
先
　
農
山
漁
村
整
備
課
農

地
農
村
係
（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

　
全
国
の
事
業
所
を
対
象
に
『
経

済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
』
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、
国

お
よ
び
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

行
政
施
策
の
立
案
や
、
民
間
企
業

に
お
け
る
経
営
計
画
の
策
定
な
ど
、

社
会
経
済
の
発
展
を
支
え
る
基
礎

資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

●

調
査
対
象
　
す
べ
て
の
事
業
所

●

基
準
日
　
６
月
１
日

●

調
査
事
項
　
名
称
や
売
り
上
げ

（
収
入
）
金
額
、
費
用
総
額
な
ど

●

調
査
・
回
答
方
法

　
調
査
員
に
よ
る
調
査
（
５
月
中

旬
ご
ろ
か
ら
訪
問
）
お
よ
び
郵

●

問
合
先
　
福
祉
課
保
育
係

（
　
☎
㉓
２
１
７
４
）

　
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。

５
月
８
日
の
世
界
赤
十
字
デ
ー
の

全
国
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
と

し
て
、
災
害
時
に
尊
い
命
を
守
る

た
め
の
救
急
法
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

●

日
　
時
　
５
月
21
日
（
土
）

　
午
後
２
時
〜
４
時

●

場
　
所
　
伊
万
里
公
民
館

●

講
習
内
容

　
応
急
・
救
命
手
当
に
つ
い
て

●

問
合
先
　
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
㉒
３
９
３
１
）

●

日
　
時
　
５
月
21
日
（
土
）

　
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

●

場
　
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

第
３
学
習
室

●

講
演
者
　
山
口
　
甲
は
じ
め
さ
ん

●

演
　
題
　『
成
富
茂
安
の
時
代
考
』

※
成
富
茂
安
は
佐
賀
藩
初
期
に
、
未

開
拓
で
あ
っ
た
大
坪
新
田
搦
や
松

島
搦
な
ど
の
干
拓
を
手
掛
け
、
現

在
の
『
伊
万
里
の
ま
ち
』
の
基
礎

を
造
っ
た
人
で
す
。

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉒
１
２
６
２
）

送
に
よ
る
一
括
調
査

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答

が
で
き
ま
す
。

●

問
合
先
　
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー

ビ
ス
係
（
　
☎
㉓
５
４
９
１
）

　
市
観
光
大
使
で
あ
る
白
竜
さ
ん
の

帰
郷
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●

日
　
時
　
６
月
11
日
（
土
）

　
午
後
５
時
30
分
　
開
場

　
午
後
６
時
　
開
演

●

料
　
金

　
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
　
５
０
０
０
円

　
当
日
チ
ケ
ッ
ト
　
６
０
０
０
円

●

会
　
場
　
市
民
会
館

●

問
合
先
　
観
光
課

（
☎
㉓
２
１
１
０
）

　
5
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
は
、

『
児
童
福
祉
週
間
』
で
す
。
す
べ

て
の
子
ど
も
が
家
庭
や
地
域
に
お

い
て
、
豊
か
な
愛
情
に
包
ま
れ
な

が
ら
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、
未
来

の
担
い
手
と
し
て
、
個
性
豊
か

に
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
け
る

よ
う
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

◆
平
成
28
年
度
児
童
福
祉
週
間
標
語

　『
そ
の
笑
顔
　
未
来
を
照
ら
す

道
し
る
べ
』

　
排
水
不
良
で
裏
作
な
ど
の
耕
作

に
適
さ
な
い
農
地
の
整
備
に
対
し

助
成
し
ま
す
。

●

対
象
事
業
・
助
成
金
額
（
10
㌃

　
あ
た
り
）

▽
暗あ
ん

渠き
ょ

排
水
管
の
布
設
　
15
万
円

▽
田
の
区
画
拡
大
　
10
万
円

●

条
件

▽
多
面
的
機
能
支
払
、
中
山
間
直

接
支
払
の
取
り
組
み
組
織
お
よ

び
区
や
生
産
組
合
な
ど
の
地
区

組
織
に
よ
る
申
請
と
し
、
施
工

や
管
理
を
組
織
で
行
う
こ
と

▽
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
で

あ
る
こ
と

▽
完
了
後
は
戦
略
作
物
（
麦
・
大

豆
な
ど
）
ま
た
は
地
域
振
興
作

物
の
作
付
け
を
行
う
こ
と

伊
万
里
市
郷
土
研
究
会

記

念

講

演

会

農

業

基

盤

整
備
促
進
事
業

白

竜
　

帰

郷

Ｌ

Ｉ

Ｖ

Ｅ

平
成
28
年
経
済

セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査

５
月
５
日
か
ら

児
童
福
祉
週
間
で
す

赤

十

字

救
急
法
講
習
会

● 日　時　５月 22 日（日）
　午前 10 時〜午後５時 30 分
※ 集合場所などの詳しい内容は、後日

参加者のみに案内します。
● 対象者　市内在住・在勤、または結

婚を機に伊万里市に住む意思がある
20 歳以上の独身の人

● 参加費　無　料
※ 別途、3,000 円（食事代など）が必要
● 募集人数　男女各 12 人
※ 応募多数の場合は、抽選
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集期限　５月 12 日（木）
● 応募・問合先　移住・定住・婚活応

援課内　市婚活応援推進協議会
（　 ☎㉓２９５０）

※ メールアドレス
　deai@city.imari.saga.jp

ランチ＆散策
in 海とバラのハウステンボス

婚活イベント ♥
♥

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、株式会社三光までお願いします（☎㉓５８０８）
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チャンネル

お知らせコーナー
チャンネル

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

●

募
集
訓
練
科
・
人
数

▽
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
科
　
15
人

▽
機
械
加
工
技
術
科
　
12
人

▽
板
金
・
溶
接
施
工
科
　
15
人

▽
電
気
設
備
施
工
科
　
18
人

▽
建
築
C
Ａ
Ｄ
科
　
30
人

●

期
　
間
　
７
月
５
日
（
火
）
〜

12
月
27
日
（
火
）

●

場
　
所 

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

●

受
講
料
　
無
　
料

●

応
募
資
格
　

　
新
た
な
職
業
に
就
こ
う
と
す
る

人
で
、
受
講
意
欲
が
あ
り
、
公

共
職
業
安
定
所
長
か
ら
受
講
指

示
・
ま
た
は
推
薦
を
受
け
た
人

●

筆
記
試
験
・
面
接
日

　
６
月
８
日
（
水
）

●

募
集
期
限
　
６
月
１
日
（
水
）

●

応
募
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐

賀
（
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
１
６
）

　
の
夜
開
催
）
に
参
加
で
き
る
人

●

募
集
期
限
　
５
月
27
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
係
（ 

　
☎
㉓
３
１
８
６
）

●

開
催
日
　
６
月
５
日
（
日
）

●

場
　
所
　
国
見
台
球
技
場
ほ
か

●

チ
ー
ム
編
成
　
１
チ
ー
ム
５
〜
７
人

●

参
加
料
　
１
人
５
０
０
円

●

募
集
期
限
　
５
月
20
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先
　
各
町
公
民
館
、

　
体
育
保
健
課
（ 

　
☎
㉓
３
１
８
７
）

　
伊
万
里
産
長
粒
米
『
ホ
シ
ユ
タ

カ
』
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
の
事
前

エ
ン
ト
リ
ー
を
行
い
ま
す
。

●

募
集
内
容
　
伊
万
里
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
、
１
食
５
０
０
円
（
食
材

費
）
以
内
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ

●

応
募
資
格
　
佐
賀
県
在
住
で
、

８
月
25
日
（
木
）
ま
で
に
レ
シ

ピ
を
１
つ
以
上
投
稿
で
き
る
人

●

事
前
エ
ン
ト
リ
ー
期
間

　
５
月
10
日（
火
）〜
６
月
20
日（
月
）

※
エ
ン
ト
リ
ー
数
が
１
０
０
人
に

達
し
た
時
点
で
受
付
終
了

●

応
募
方
法
　
農
業
振
興
課
に

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
農
業
振

興
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

●

期
　
間
　
７
月
〜
平
成
29
年
２
月

●

場
　
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●

内
　
容
（
全
８
講
座
）

　
講
話
『
伊
万
里
学
』、
現
地
研
修

『
伊
万
里
市
の
神
社
め
ぐ
り
』、
実

習
『
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
』
な
ど

※
内
容
変
更
の
場
合
あ
り

●

対
象
者
　
市
内
在
住
の
成
人

●

受
講
料
　
１
０
０
０
円

※
別
途
、
現
地
研
修
は
実
費
が
必
要

●

募
集
人
数
　
80
人
程
度

●

募
集
期
限
　
６
月
10
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
　
☎
㉒
１
２
６
２
）

　
新
成
人
に
な
る
皆
さ
ん
、
成
人
式

を
自
ら
企
画
し
、
思
い
出
に
残
る

式
典
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

●

活
動
内
容
　
平
成
29
年
１
月
に

開
催
す
る
成
人
式
の
企
画
、
式

典
の
運
営

●

応
募
要
件
　
平
成
29
年
成
人
式

対
象
者
（
平
成
８
年
４
月
２
日

〜
平
成
９
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
人
）
で
、
７
月
以
降
に
開

催
す
る
会
議
な
ど
（
主
に
平
日

ぼ
し
ゅ
う

伊
万
里
市
成
人
式
の

実

行

委

員

●

主
　
催
　
伊
万
里
・
西
松
浦
地

区
農
業
技
術
者
連
絡
会

●

問
合
先
　
Ｊ
Ａ
伊
万
里
営
農
振

興
課
（
☎
㉓
５
５
６
０
）、
西

松
浦
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　（
☎
㉓
５
１
２
８
）、
農
業
振
興
課

営
農
流
通
係
（
　
☎
㉓
２
５
５
７
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　n
o
u
g
y
o
u
sin

k
o
u
@

city
.

im
a
ri.lg

.jp

）

●

開
催
日
　
５
月
22
日
（
日
）

●

場
　
所
　
武
雄
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

●

参
加
資
格
　
伊
万
里
市
民
（
市

内
事
業
所
勤
務
者
を
含
む
）

●

参
加
費
　
１
人
２
千
円（
プ
レ
ー

代
別
途
必
要
）

●

募
集
期
限
　
５
月
12
日
（
木
）

●

応
募
・
問
合
先
　
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ポ
ー
ツ
内
　
市
ゴ
ル
フ
協
会

事
務
局
　（
☎
㉒
５
１
２
３
、

　
㉓
７
２
０
２
）

FAX

さ
わ
や
か
講
座

受

講

生

『図書館協議会』委員募集

市民図書館運営の諮問機関である図書
館協議会の委員を募集します。

● 業務内容
　平日の会議（年２回）など
● 募集人数　２人
● 任　期　６月１日（水）

〜平成 30 年５月 31 日（木）
● 応募資格
　市内在住で 20 歳以上の人
● 応募方法
　図書館の運営について自分の考え

を 800 字程度にまとめ、住所、
氏名、年齢、職業、電話番号を記
入のうえ、直接持参または郵送で
提出してください。

● 募集期間
　５月６日（金）〜 20 日（金）
● 応募・問合先
　〒 848-0027
　伊万里市立花町 4110 番地 1
　市民図書館（　 ☎㉓４６４６）

『
ホ
シ
ユ
タ
カ
』
レ
シ
ピ

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者

春
季
伊
万
里
市
民

ゴ
ル
フ
大
会
出
場
者

職
業
訓
練
受
講
生

（
６
か
月
コ
ー
ス
）

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者

202

二里
小学校

ホンダ
さん

トヨタ
さん

至
佐
世
保
↓

至 有田→

↑
至
唐
津

↑
至
唐
津

ワンダーランド
さん

いすゞ
さん

展示場
ココ
展示場
ココ

二里
公民館

太陽光と蓄電が一緒
になったハイブリッド
モデル新発売予定。

田畑の農地転用
相続対策にも人気。

（株）エコライフ・ニブ
清林ホーム

太陽光発電 東芝 蓄電池 お風呂 ウッドデッキテラス 浄水器・水素水
伊万里市二里町大里336-8

二里公民館横
☎（0955）20-4188

夢ハウス 検索春の住宅リフォーム・設備キャンペーン実施!春の住宅リフォーム・設備キャンペーン実施!
お風呂選びはまず寒くな
い事とお掃除カンタンが
重要です。

人工木材を使用してい
るので雨風による劣化も
なく半永久的に長くもち
ます。

蛇口を開けたらすぐ浄水
した水が出てくるので便
利で使いやすい。

広告
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お知らせコーナー
チャンネル

設置しましょう。住宅用火災警報器（伊万里・有田消防本部予防課 ☎ ㉓２１１８）設置しましょう。住宅用火災警報器（伊万里・有田消防本部予防課 ☎ ㉓２１１８）

家庭で
　できる！

今月の省エネと
　　地球温暖化対策

早めのアクセルオフで快適な運転を
エンジンブレーキを知っていますか。アクセルを早めに離すと、エンジ
ン内の抵抗により車が滑らかに減速するので、同乗者にも優しく、省
エネの運転ができます。年間１万㎞走行する平均燃費 11.6 ㎞ /ℓ の
普通乗用車が早めのアクセルオフを実践すると、年間で ガソリン
18.09ℓ（約 2,000 円）の省エネ、 二酸化炭素 42.0kg 
の削減になります。● 問合先　

　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

● チャリティー映写会〜くちびるに歌を〜
　14 日（土）午後１時 30 分開演

（☎㉒５２７１）

● ムジカ・エ・ヴィータ　コンサート
　21 日（土）午後６時 30 分開演

（☎㉓８８６８）

● カラオケ三本椿　カラオケ発表会
　28 日（土）午前 10 時開演（☎㉓７７６０）

● 名画上映会〔図書館ホール〕
　15 日（日）午後２時 30 分〜４時 10 分
　【さまざまな感情に響く

　ヒッチコック特集　第３回】
　『断

だん

崖
がい

』　　（1941 年、アメリカ、100 分）

● 子ども上映会〔図書館ホール〕
　５日（木・祝）午後２時 30 分〜３時 50 分
　『ふしぎの国のアリス』
　　　　　　　　　（2009 年、日本、75 分）

● 子どもミニ上映会〔のぼりがまのおへや〕
　15 日（日）午後２時 30 分〜４時
　『トムソーヤの冒険　完結版』
　　　　　　　　　（2007 年、日本、90 分）
※ 変更する場合があります。
※ 催し物はすべて無料です。

● ５月の休館日
　２日〜４日、９日、16 日、23 日、
　30 日、26 日（館内整理休館）

５ 月 の 行 事

『憲法週間』に合わせて、無料法律相談を開催します

相談窓口名 開設日 開設時間 開設場所 問合先
法律相談
※ 要予約

第２・４水曜日
（11 日・25 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談
コーナー

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※ 要予約

第１金曜日
（６日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※ 要予約

第３木曜日
（19 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第２・３火曜日
（10 日・17 日）

午前10時〜
正午

消費生活相談 月〜金曜日
※ 祝日は除く

午前10時〜
午後４時
※ 正午〜午後

１時を除く

行政相談 第３金曜日
（20 日）

午前９時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（12 日）

午前10時〜
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※ 要予約

第２金曜日
第４日曜日

（13 日・22 日）

午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※ 要予約 金曜日 午前９時 30 分〜

午後３時 30 分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（26 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課社会

福祉係
㉓２１５６心の健康相談 月・火・木・金曜日

※ 祝日は除く
午前９時〜
午後３時 30 分

福祉課社
会福祉係

５月の市民相談

72

● 女性相談　相談電話番号 ☎㉒６７６３
▷月・水曜日　午前 ９ 時〜午後４時（面接相談は要予約）

市民センター ☎㉒３９１１

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

● 日　時　５月 10 日（火）　
　　　　　午前 10 時〜午後０時 30 分、午後１時〜３時
● 場　所　佐賀県弁護士会館（佐賀市中の小路７番 19 号）
● 相談内容　金銭、土地、建物、交通事故、架空請求、振込詐欺など
※ 相談時間は１人 20 分程度。先着順で受け付けを行います。
● 問合先　佐賀地方・家庭裁判所総務課（☎０９５２　５６０４）38

一人で悩まず
ご相談ください

赤札からさらに赤札からさらに

セット
〈木製〉

商品番号 桜住吉二重9号 絵入

径28×長さ156cm （21,000円＋税1,680円）×2〈一個〉コード

2083 絹

商品番号 門提灯尺三丸〈無地〉

径39×長さ76cm 16,000円＋税1,280円〈家紋・家名入〉〈一個〉コード

1850 絹

商品番号 大宮総花梨行灯二重張11号

径35×高さ87cm （17,500円＋税1,400円）×2〈一個〉コード

12-26854 絹

本体価格 87,037円＋税6,963円

セット
価格 ¥94,000

A 佐賀県JA ・ 名村労働組合 ・ 各宗法具取扱 指定店

おぶつだん
うるし工房

いいものを造り続けて135年

伊万里市新天町462-6

裏に駐車場があります

TEL（0955）23-5345
FAX（0955）23-5374

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■ 参考 : 資源エネルギー庁のホームページ　http://www.enecho.meti.go.jp/
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【作品名】
　紙風船の玉手箱

大川内小学校

　橋口　夢流 さん（右）

神奈川県川崎市

　鈴木　 子 さん

 　子どもの部 優 秀 賞

【作品名】
　魚の姉妹

 　一 般 の 部 鍋島大賞

↑『子どもの部』の受賞者の皆さん

３月 26 日から４月９日まで、『国際アマチュア陶芸展伊万
里 2016』が大川内山の伊万里・有田焼伝統産業会館で開
催されました。国内外から一般の部に 69 点、子どもの部に
192 点が出展され、３月 14 日、審査会がありました。審
査員は、中里太郎右衛門さん、今泉今右衛門さん、酒井田
柿右衛門さんなど５人。審査の結果、上位入賞者は次のと
おりです（敬称略。学年は出展時〔平成 27 年度〕）。

↑『一般の部』の受賞者の皆さん

◆一般の部
▷鍋島大賞　鈴木　

れい

子
こ

 （神奈川県川崎市）

▷優秀賞　　松尾　　喬
たかし

 （長崎県佐世保市）

▷特別賞　　前田　信義 （伊万里市）

◆子どもの部　

▷優秀賞　　橋口　夢
め る

流 （大川内小学校２年）

▷特別賞　　川尻　らん （曲川小学校３年）

　　　　　　前田　大
ひろのり

徳 （曲川小学校５年）

編

集

室

か

ら
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● 世帯　22,855 世帯 　（＋ 28）
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国際アマチュア陶芸展 
伊万里 2016

　
先
日
、
取
材
で
松
浦
小
学
校
の
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
出
向
き
ま
し
た
。
真
新
し
い

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
新
１
年
生
が
、
希
望

に
満
ち
あ
ふ
れ
た
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
目
で
初

登
校
の
日
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
最
近
で
は
ラ

ン
ド
セ
ル
の
色
も
、
紫
や
ピ
ン
ク
、
紺
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
色
が
あ
り
、
思
い
思
い
の
色
を
選
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
６
年
間

の
思
い
出
を
、
そ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
い
っ
ぱ
い
に

詰
め
込
み
な
が
ら
、
健
や
か
に
成
長
し
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
私
も
こ
の
４
月

か
ら
本
紙
の
担
当
と
な
り
、
慣
れ
な
い
作
業

に
悪
戦
苦
闘
の
日
々
を
送
る
『
１
年
生
』
で
す
。

編
集
者
と
し
て
は
当
然
な
が
ら
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
す
が
、
す
べ
て
が
新
鮮
に
映
る
今
だ
か

ら
こ
そ
感
じ
る
こ
と
や
気
づ
き
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
新
１
年
生
の
よ
う
な

キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
目
で
、
み
な
さ
ん
に
伊
万

里
の
『
今
』
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
き

た
い
と
心
に
誓
っ
た
春
の
一
日
で
し
た
。（
祐
）
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